
のらない（知らない人の車に乗らない）

いかない（知らない人にはついて行かない）

おおごえをだす（助けて！と大声を出す）

すぐ逃げる（連れていかれそうになったら、すぐ逃げる）

しらせる（近くの大人に何があったか知らせる）

秋田県生活環境部 県民生活課
電 話 ０１８－８６０－１５２２ ＦＡＸ ０１８－８６０－３８９１
E- mail kotsu ＠ mail2.pref.akita.jp
Ｕ Ｒ Ｌ http://www.pref.akita.lg.jp/seikatu/
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表紙

10月10日（木）、県生涯学習センターにおいて、令和元年度安全安心まち
づくり功労者表彰式を行い、自主防犯活動団体
・かつひらの風防犯パトロール隊 ・三種町立下岩川小学校杉の子お助け隊
・飯島南小見守り隊 ・釜ノ町パトロール隊 ・東地区児童生徒見守り隊
の５団体が知事表彰を受賞されました。
この表彰は、平成19度に始まり、自主的な活動や先駆的な取組を行い、
他の模範となる顕著な功績があった団体や個人を表彰するもので、市町村、
市町村の教育委員会、及び警察署からの推薦があった団体・個人から、毎年
５団体（個人）で選考されます。
受賞された団体の皆様には、子どもや高齢者を始め地域の安全・安心のた
め、献身的な御尽力をしていただき感謝申し上げますとともに、今後とも、
「犯罪のない社会」の実現に向け、御活躍してくださるようお願いいたしま
す。

表彰に引き続き、担当関係者会議を開催
表彰に引き続き、県や県警、教育庁、市町村・

市町村教育委員会等や防犯関係機関・団体が、一
堂に会して、安全・安心まちづくり関係担当者会議
を開催しました。
会議では、子どもの安全確保に向けて協議を行い、

県警から「子ども 110 番の家」の成り立ちや現状、教
育庁から「子ども安全対策の参考事項についての講話
をしていただいた後、「子ども 110 番の家」の活性化
などについて、グループ討議を行いました。
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１

１１月 30 日、秋田市の秋田拠

点センターＡＬＶＥ（アルヴェ）にお

いて、犯罪被害者週間「県民のつ

どい」を開催しました。

県民のつどいでは、犯罪被害

に遭われた遺族の方からの講演

や、命の大切さ学習教室作文コ

ンクール優秀作品の朗読、等身

大の人形パネル展示により命の

大切さを訴える「生命のメッセー

ジ展」等を行いました。

県
か

ら
の

お
知

ら
せ

（令和元年度犯罪被害者等に関する標語）

支え合い 勇気を出して
私から

あなたは、自分や大切な人が

犯罪被害に遭うことを想像したこ

とがありますか。決して他人事で

はなく誰の身にでも起こり得るこ

とです。一人ひとりが少しの勇気

を出して、傷ついて人に寄り添

い、地域社会に助け合いのきず

なを広げていきましょう。

10月30日、県立近代美術館において、「安

全･安心まちづくり地域会議」を開催しました。

この会議は、平鹿・雄勝地域振興局管内を

対象に各市町村防犯担当者や市町村教育委

員会、小学校、地区の自主防犯団体、横手、

湯沢警察署などが参加して開催されました。

会議では、羽後町の「元西子ども安全委員

会」の金一治事務局長から、子ども見守り活

動について講話をいただいたほか、横手、湯

沢警察署員から各地区における犯罪情勢な

どについて講話をいただきました。その後、参

加者で「子ども 110 番の家」の活性化方策等

について活発な討議を行い、 各市町村、教

１月１８日（土）～２６日（日）は、「秋田県雪害事故防止週間」です。例年、この時期は

降雪量が多く、除排雪作業中の事故が多くなります。特に、雪下ろし作業は転落などの

危険が伴いますので、安全対策を万全にして、事故を未然に防ぎましょう。

育委員会、

自主防犯団

体、警察署

の連携と情

報共有の必

要性を確認

しました。

１． 作業中はこまめに休憩を！

２． ２人以上で作業を！

３． 適切な服装･履き物で！

４． ヘルメット･命綱の装着を！

５． 「はしご」はしっかり固定！

６． 屋根の雪のゆるみに注意！

７． 除雪機利用中の事故に注意！

お問 い合 わせ 先 県 民生 活課 電 話 018－ 860－ 1522 FAX 018－ 860－ 3891

２
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県 警 察 か ら の お 知 ら せ

１２月１０日、秋田市のアルヴェで出動式を行いました。

!年末・年始特別警戒中
令和元年 12 月 10 日から令和 2年 1月 3日まで

地域における犯罪防止対策
警察では、特別警戒期間中、防犯ボランティア団体の方々と連

携し、各種犯罪や事故などを未然に防止するため、巡回や注意喚

起を強力に推進していきます。

犯罪を防止するには、皆さんの協力が必要不可欠です。

等の日常活動をしながら気軽に参加できる「ながら見守り」は、子供の
安全を守ることはもちろん、地域全体の防犯力を向上させます。
ＰＴＡ、町内会などで協力者を募り、できる人が、できる時間にできる

範囲で「ながら見守り」活動を行い、みんなで地域の安全を守りましょ
う。なお、協力してくださる方には防犯腕章をお貸ししますので、お近く
の警察署に連絡してください。

【安全･安心まちづくりフェスタ２０１９】
令和元年 10 月 12 日（土）秋田市御所野のイオンモール秋

田において、「みんなでつくろう安心の街」をスローガンに掲

げ、県民の防犯意識の向上を図り、「日本一安全で安心な秋

田県」の実現を目的として「安全･安心まちづくりフェスタ２０１

９」が開催されました。約 200 人が参加した盛りだくさんの内

容で防犯について親しみが感じられるイベントとなりました。

特に、子供の登下校時間帯に合わせて

ジョギング、買物、犬の散歩、花の水やり

警察本部では、令和元年12月10日（火）午後５時30分から秋田市拠点センター「アルヴェ」

において「年末・年始特別警戒出動式」を開催しました。

秋田県知事、秋田市長、公安委員会委員長、暴力団壊滅秋田県民会議理事長、警察本部

長、防犯協会連合会副会長、各地区防犯協会・指導隊員、防犯・少年・交通関係団体等約

300 人が参加し、秋田市臨港防犯協会長の品田福男さんが秋田県警察本部長に年末･年始

特別警戒活動宣言をした後、パトカーと青色回転灯装備車（通称青パト）が特別警戒に出動し

ました。

３

おらほの

活動団体掲示板（お便り）
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◆ 編集後記
皆様のご協力の下、さらに新鮮で充実した紙面をお届けしたいと考えておりますので、よろしくお願いします。
～次回の「いか通」は、来年５月発行の予定です。 1年間ありがとうございました。よいお年をお迎えください。

提 供 数 帽子・ベスト ５セット１組×１０団体分

対象団体 県内に所在し、自主的に防犯活動に取り組んでいる団体
を対象とします。※行政及び行政が設置した機関・団体
の応募は御遠慮ください。

応募方法 郵便はがきに、団体名、代表者名、連絡先（住所・電話番号）
を記入のうえ、下記の宛先に御応募ください。

募集締切 令和２年１月３１日（金）
（当日の消印有効）

留意事項 応募多数の場合は、抽選となります。

そ の 他 提供が決定した団体には、後日電話等で連絡します。

＜応募先・問い合わせ先＞

（一社）生命保険協会 秋田県協会
〒010-0951 秋田市山王 3-1-12 太陽生命秋田ビル 6階

TEL 018-865-0016/FAX 018-888-1706

令和元年は、９団体に利用

していただきました。

（１２月１０日現在）

メッシュ素材で季節を問わずに使えると、利用団体から好評をいただいております。

＜帽子とベスト＞

地域の防犯活動を支援するため、（一社）生命保険協会秋田県協会では、防犯パトロール用の

帽子とベストをセットにして無償で提供します。

希望する団体は、次の応募要項を確認のうえ御応募ください。

「かつひらの風 防犯パトロール隊」は、小、中、

幼保と連携した防犯･交通安全活動を行っていま

す。地域の中にも溶け込んで、地域団体との連

携や危険箇所への対応も実施しています。

佐藤恒雄隊長を先頭に隊員が地域の子どもを守

るため、外の寒さに負けないくらいの熱い気持ち

で見守り活動を行っています。

この活動が評価されて、秋田県から安全･安心

まちづくり表彰を受賞しました。

勝平小学校教頭 佐々木 衛 様 より

県では自主防犯団体の活動状況につ

いて、同じ活動を行っている県内のみな

さんに積極的に紹介をしていきたいと考

えています。

是非、「おらほの団体取材してけれ」と

いう声があれば、お伺いしたいと考えて

おります。

いつもの見守り風景やいつも実施し

ている活動で結構ですので、

ご連絡ください。

お待ちしております。

４


